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１．建物概要
（１）名 称 東北電⼒奥会津⽔⼒館 みお⾥ ＭＩＯＲＩ

®
※

※「みお⾥」の意味合い
・「みお」は、｢水脈」を表し、只⾒川のことを指している。
私たちのふる⾥である奥会津の町村を流れる只⾒川の水が、
豊かなくらしを支えてくれていることから、「水脈のふる⾥」
との想いを込めたもの。

（２）設置場所 福島県大沼郡⾦⼭町大字中川字上居平９３３番地

（３）施設規模 ａ．敷地面積 約５,０００㎡
ｂ．建物規模・構造 約１,２００㎡

鉄筋コンクリート造（一部木造）、地上１階

（４）工事期間 ２０１９年４⽉〜２０２０年５⽉末

（５）建物所有 東日本興業株式会社（仙台市）

（６）建物意匠 屋根の軒のラインが奥会津の⼭の連なりをイメージし、周囲の自然環境と
調和する木材を使った外観。川面の眺望にも配慮した建築設計。
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１．施設概要

⽔⼒館

福島県金山町
(かねやままち)

駐⾞場

（川側）

道の駅
｢奥会津かねやま｣

「東北電⼒奥会津⽔⼒館 みお⾥ ＭＩＯＲＩ
®
」 福島県⼤沼郡⾦⼭町⼤字中川字上居平９３３番地
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２．外観

山並みのような折れ線をもつ軒のラインが周辺の山並みと呼応し、ダイナミックな雰囲気を醸し出す。
また、木質の外壁が⽣み出す落ち着いた素材感と⼤きなガラス⾯がつくり出す開放感が周囲の豊かな

自然風景と調和し、凜とした印象を与える。

奥会津の山の連なりをイメージする外観
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３．館内レイアウト
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４．館内詳細【⽔⼒発電の仕組みや特徴、当社の取り組み】

「水⼒スクエア」では、水⼒発電の仕組みやエネルギー
ミックスなどについて、タッチパネルや装置に触れて学ぶ
ことができる。
また、多数の水⼒発電所が建設されている只⾒川の

特徴的な地形をジオラマで紹介。奥会津地域では、自然
環境が⽣み出す豊富な水を、上流から下流まで余すこと
なく発電に利⽤している。

「水⼒シアターホール」では、只⾒川における当社
水⼒発電所の開発の歴史をはじめ、水⼒発電の仕組み
など、奥会津地域の魅⼒とともに映像で紹介。
地域のイベント会場としても使える多目的ホール。

映像で⽔⼒発電や奥会津の魅⼒を紹介

画⾯や展⽰装置に触れて⽔⼒発電を学ぶ

（映像①）
⽔⼒発電のしくみと

発電所紹介

（映像②）
只⾒川の電源開発と
東北電⼒の取り組み

（映像③）
奥会津に生きる
ｰ自然と暮らしの暦ｰ

⽔⼒スクエア

⽔⼒シアターホール
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４．館内詳細【奥会津地域の⽔⼒発電の歴史】

水⼒館から⾞で４分の上田発電所には、
⽩洲次郎初代会⻑の記念碑が⽴つ

「只⾒川と⽩洲次郎」では、
当社初代会⻑の⽩洲次郎⽒と
只⾒川の電源開発の関わりを
紹介。
同⽒の愛⽤品を展示すると

ともに⽩洲次郎⽒のひととなり
にフォーカスしたエピソードも
紹介。

⽩洲次郎⽒と只⾒川の電源開発の歴史を紹介

⽩洲次郎初代会⻑が水⼒開発に
携わった上田発電所の建設

⽩洲 次郎 ⽒

只⾒川と⽩洲次郎
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４．館内詳細【只⾒川の恵みと豊かな自然に囲まれた奥会津地域の魅⼒】

作品を制作中の 片岡 鶴太郎 ⽒

「只⾒川ギャラリー」では、「水源〜川〜水⼒発電
施設〜灯り」をテーマに、複数の画家が描いた画風が
異なる絵画を通して奥会津地域の魅⼒を感性的に紹介。
また、展示の最後には、只⾒川と水⼒発電所をモチーフ

にした巨⼤ステンドグラス（縦２ｍ×横７ｍ）で地域の
魅⼒を締めくくる。

⽚岡鶴太郎⽒の絵画で奥会津の魅⼒を発信

「地元逸品ギャラリー」
では、画家や書家としても
著名な片岡鶴太郎⽒が新た
に描き起こした奥会津地域
７町村の逸品の絵画で、奥
会津地域の魅⼒を発信。

只⾒川や発電所をテーマにした絵画を展⽰

地元逸品ギャラリー

只⾒川ギャラリー
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４．館内詳細【地域との交流】
企画展⽰室

多目的スペース

「多目的スペース」は、地域の⽅々の交流の場として
集会・サークル活動など、さまざまな⽤途に活⽤できる
多目的ルーム。

「企画展示室」は、地域の⽅々の文化・芸術の発表の
場として活⽤できる展示スペース。
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（１）開館時間 １０︓００〜１６︓３０（最終⼊館時間は１６︓００）

（２）電話 ０２４１－４２－７７７１

（３）休館日 毎週⽉曜日（祝日の場合は翌日）、年末年始（ １２⽉２９日〜１⽉３日）

（４）⼊館料 無料

（５）運営員 館⻑１名、アテンダント３名

（６）運営主体 株式会社第一広告社（仙台市）

５．運営概要

６．2020年7⽉9⽇からの当面の運営
（１）開館時間 １０︓００〜１６︓３０（最終⼊館時間は１６︓００）

※７⽉９日（木）のみ１３︓００〜１６︓３０、休館日は上記のとおり。

（２）⾒学対象者 奥会津地域在住の方に限定

（３）⾒学申込方法 ⾒学日の前日までに⽔⼒館へ電話にて申し込み

（４）⾒学申込開始日 ２０２０年７⽉１日（⽔）〜
※⾒学申込の受付時間は開館時間内。

今後、新型コロナウイルス
感染症の状況などにより
運営方法を検討。


